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研究成果の概要（和文）：オオミフクラギ（Cerbera odollam）は，インドから東南アジアにかけて広く分布し
ている常緑高木であり，有毒成分として強心配糖体類を含有している．そのため，自殺に利用されることがあ
り，一部の地域では自殺の木と呼ばれている．本植物に関する法医学者らの認知率は低く，その有毒成分の分析
法などは確立されていなかった．本研究では，種子を入手し，高速液体クロマトグラフ-タンデム型質量分析計
(LC-MS/MS)及び高分解能質量分析計(LC-QTOF-MS)を用いて，種子中の有毒成分の検出法を確立するとともに，生
物試料中の有毒成分の検出法も確立した．

研究成果の概要（英文）：Cerbera odollam are evergreen trees bearing fruits that resemble the mango，
 and are widely distributed in India and Southeast Asia． These trees contain several highly toxic 
cardiac glycosides，and their kernels are sometimes used to commit suicide．These plants are very 
important for clinical and forensic medicine，because these plants have not only been used for 
committing suicide，but can also be used for homicide．However， unfortunately，enough data are not 
available on the detection methods and metabolism of these poisonous compounds．Our devised 
analytical method successfully detected the known cardenolide-type cardiac glycosides　from the C．
odollam kernel extract using LC-QTOF-MS．We also detected only neriifolin (a deacetylated form of 
cerberin) and deacetyltanghinin in a victim’s biological samples．This indicates that these two 
compounds might have rapidly deacetylated in vivo．

研究分野： 法中毒学

キーワード： オオミフクラギ　Cerbera odollam　Cerbera manghas　強心配糖体　質量分析　Cerberin　Neriifolin
　Tanghinin
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
Gaillardらの報告 (J．Ethnopharmacol．95．2004 123-126) によると，インドの一部の州だけでも1989-1999年
の間に少なく見積もっても537人がこの種子で自殺したとされるが，生物試料からの検出法が確立されていない
ため，実際にはもっと多くの事件・事故があったと考えられる．また他殺に利用されていた場合，犯罪死を見逃
していた可能性が非常に高かった．本研究では各種質量分析計を用いて，種子，血液及び尿から強心配糖体類を
検出できる分析方法を確立した．これによりオオミフクラギのような強心配糖体類を含有する植物による中毒事
件・事故における迅速な鑑定・診断が可能となった．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

薬毒物を利用した犯罪は年々増加しており，その手段も悪質かつ巧妙化しているものが

多く，これまで予想もしなかった新たな薬毒物も利用されている．オオミフクラギ（Cerbera 

odollam）はインドから東南アジアにかけて広く分布している常緑高木であり，マンゴーの

ような果実をつける．この種子には有毒成分として強心配糖体類が含まれており，摂取する

と容易に死に至る為，自生地では自殺手段の一つとして利用されることも多い．それ故，別

名「自殺の木 Suicide tree」 として知られている．自生地では多くの死亡事例が発生して

いるにも関わらず，分析方法の開発がされておらず，また日米欧における認知率が低いため

に薬毒物スクリーニングの対象とされてこなかった．そのため，この植物による中毒事故・

事件があったとしても見逃されてしまう状況であった．法医関係者の認知率が低く，入手が

容易かつ分析法が確立されていない薬毒物は，当然ながら犯罪死の見逃しに直結してしま

う．このような現状を踏まえて，研究代表者らがこれまでの研究で培ってきた「薬毒物の効

果的な抽出法や迅速分析法」の知識と技術を応用し，犯罪死見逃し防止にむけて，この植物

とその有毒成分の詳細な研究が必要であると考えて本研究を立案した． 

 

２．研究の目的 

オオミフクラギは強力な毒成分を含んでおり，法医学者が警戒すべき植物の一つである

が，日米欧の法医学者らの認知率は低く，その有毒成分の全容，動態データ，生体試料から

の検出法など科学的データの蓄積は充分とは言えない．一方で本植物の種子はインターネ

ットで容易に入手できる状態であり，既に海外では他殺に利用されているとの指摘がある

が，その立証は困難であった．本研究の目的は，この植物に関する科学的データの取得及び

生体試料からの分析法を開発し，法医学における実用的な摂取証明法を確立することであ

る． 

 

３．研究の方法 

オオミフクラギ中の強心配糖体に関するこれまでの報告では，いずれも Cerberin を含む

一部の強心配糖体成分のみを対象としたものであり，その有毒成分の全容が未解明の状態

であった．そこで，オオミフクラギの種子について，高速液体クロマトグラフ-タンデム型

質量分析計(LC-MS/MS)及び高分解能質量分析計(LC-QTOF-MS)を用いた分離・検出法を開発

し，強心配糖体成分の探索を行なった．また実際の中毒事例における試料（血液及び尿）を

用いて分析を行ない，強心配糖体成分の検出による摂取証明が可能であるかを検討した． 

 

４．研究成果 

LC-MS/MS 及び LC-QTOF-MS を用いて，オオミフクラギの種子, 血液及び尿に含まれるオオミ

フクラギの有毒成分の検出法を確立した．種子にはカルデノライド型強心配糖体である

Cerberin，Neriifolin，Tanghinin，Deacetyltanghinin が含まれているほか，これら化合物

の di-glycosides，tri-glycosides，tetra-glycosides と考えられる化合物群の存在も明ら



かにすることができた．その他，類縁化合物として diacetyl-form，dehydro-form と考えら

れるプロダクトイオンスペクトルも観測された．また生物試料（実試料として血液及び尿）

の測定では、Deacetyltanghinin と Neriifolin を検出することができたが，Tanghinin と

Cerberin はほとんど観測されなかった．これは Tanghinin と Cerberin はいずれもアセチル

基を有しているため，生体内で脱アセチル化され Deacetyltanghinin と Neriifolin に代謝

されたものと考えられた． 
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